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オリックスグループの一員として、

当社は生命保険事業を通してお客さまに

「ほかにはないアンサー」をご提供してまいります。
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お客さまにこころからご納得いただき

ご満足いただくために。
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オリックスグループの企業理念

オリックスは、
たえず市場の要請を先取りし、先進的・国際的な金融サービス事業を通じて、
新しい価値と環境の創造を目指し、社会に貢献してまいります。
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オリックスは、お客さまの多様な要請に対し、
たえず質の高いサービスを提供し、強い信頼関係の確立を目指します。

Creativity Integration

オリックスは、連結経営により、すべての経営資源を結集し、
経営基盤の強化と持続的な成長を目指します。

オリックスは、人材の育成と役職員の自己研鑽による資質の向上を通じ、
働く喜びと誇りを共感できる風土の醸成を目指します。

オリックスは、この経営方針の実践を通じて、
中長期的な株主価値の増大を目指します。

先見性と柔軟性を持って、
たえず創造力あふれる行動をとろう。

お互いの英知と情報を結合させ、人間的な
ふれあいを通じて、グループ力を高めよう。

これまでの精神を土台として目指す企業像を明確化

オリックスでは、「21世紀における Excellent Company」を目指すために、
企業行動憲章ともいうべき「EC21」を定めています。

「EC21」では、「企業理念」を踏まえて、「オリックスが目指す企業像」を明確化し、
これを実践するための「企業行動規範」＊、「役職員行動規範」＊および「役職員倫理規定」＊を定めています。

誇 り 信 頼 尊 敬
市場に高く評価される
新しい価値の創造によって
経済的なインパクトを生み出し、
「誇り」ある活動を行う企業

株主・お客さま・従業員などを含め
社会の多様な期待に応える
高い能力と謙虚な姿勢を持ち、
関係する人々から「信頼」される企業

社会的な規範を守り、公正かつ
透明な活動を行う優れた社風を
持ち、社会との調和を保って、
広く世の中から「尊敬」される企業

オリックスが目指す企業像

　皆さまには、日頃よりオリックス生命をお引き立て

いただき、誠にありがとうございます。

　このたび、当社では、2015年度の決算の概況、

および当社の主な活動をご報告申し上げるため、

ディスクロージャー誌「オリックス生命の現状

2016」を作成いたしました。ご高覧の上、より

一層のご理解をいただければ幸いに存じます。

　当社は、1991年にオリックスグループの生命

保険会社として営業を開始し、本年4月12日で

創立25周年を迎えました。3期連続で新規契約

件数50万件を突破し、直近では保有契約件数

が300万件を超えるなど、安定的な成長を続け

ています。皆さまの多大なるご支援に対し、厚く

御礼申し上げます。

　この25年を振り返りますと、保険業界を取り巻く

環境は大きく変化しました。1996年の規制緩和で

生命保険業と損害保険業の相互参入が可能と

なり、また、2007年には銀行窓口での生命保険

の販売が全面解禁になるなど、追い風を受けて

保険業界は躍進しました。一方、2016年に入って

からは日本銀行によるマイナス金利導入の影響等

により、一部商品の販売停止や保険料の値上げ

などの動きがみられます。また、販売チャネルの

再編や保険業法改正に伴う態勢整備が進めら

れるなど、再び業界を取り巻く環境が大きく変化

する兆しが見え始めています。

ごあいさつ

　このような状況のなか、当社が持続的な成長を

していくためには、これまで以上にお客さまに

寄り添い、お客さまのニーズに的確に応える

ことができる柔軟な対応力を育んでいくことが

大切になると考えております。今後、より一層の

「安心」をお客さまにお届けするために「コンサル

ティング力」を高めていくとともに、変化を見据えた

業務プロセスの改善、改革を行い、持続的成長に

向けた基盤づくりを進めてまいります。

　今後も経営の健全性の確保に努め、多くの

お客さまから信頼されご満足いただける生命

保険会社を目指してまいりますので、引き続き

ご愛顧を賜りますよう、お願い申し上げます。

企業理念

経営方針

行動指針

＊P37ご参照
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オリックスグループのご紹介
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【オリックス銀行カードローン】
　オリックス銀行は、幅広い金利帯・限度枠を設定した

「オリックス銀行カードローン」
をご提供しています。お借り
入れやご返済は振込みに
加えて、全国各地の提携金融
機関ATMを無料でご利用
いただけます。

【オリックスVIPローンカード】
　オリックス・クレジットは、リーズナブルな金利とゆとり
のある利用枠が特徴の「オリックスVIPローンカード」を
はじめ、インターネット取引に特化した「カードレスVIP」
や事業者向けの「ORIX CLUB CARD」など、多彩で
ユニークな商品をご提供しています。
　借り入れや返済については、都市銀行全行をはじめ、
ゆうちょ銀行や地方銀行、信用金庫など業界トップクラス
の全国CD・ATMネットワークが利用可能です。ローン事業
に加えて、各金融機関（都
市銀行、地方銀行など）に
おける個人向けローンに対
する信用保証事業も積極
的に展開しています。

3 マンション・戸建
　オリックス不動産は、住まいづく
りの専門家として常に新しい居住
空間の提案・設計にチャレンジして
います。規格化されたコンセプトや
デザインではなく1件1件手作り感
覚で練り上げる商品企画を大切に、
地域や立地に応じたオンリーワンの
住まいをご提供します。

7 高齢者住宅
　オリックス･リビングは、生活･介護･
医療サービスを連携させた有料老
人ホーム｢グッドタイム リビング｣
と、アクティブシニアを対象とした
高齢者の住まい｢プラテシア｣を首
都圏と関西圏に28カ所運営してい
ます（2016年6月1日現在）。｢新
しい介護の常識｣を創造し、｢安心
と賑わいのある暮らし｣をご提供し
てまいります。

2 オリックス・バファローズ
　オリックス・バファローズは、プロ野球を「エンター
テイメント」として捉え、野球が持つ「感動」と「興奮」、
そして「夢」をお届けしてい
ます。社会貢献活動の一環
として、地元・地域の発展、ス
ポーツ文化の振興などにも
積極的に取り組んでいます。

4 カードローン

4 ホテル・旅館
　オリックス不動産は、多様なニーズに対応した施設運営
を行っています。
●シティホテル　「クロスホテル」（北海道/大阪府）・「ハイアット

リージェンシー京都」（京都府）
●サービスアパートメント　「ハンドレッドステイ東京新宿」

（東京都）
●ビジネスホテル　「ホテルJALシティ羽田 東京」（東京都）
●リゾートホテル　「ホテルリゾリックス車山」（長野県）・

「三田ホテル」（兵庫県）・「ホテル ユニバーサル ポート」
(大阪府）・「ヒルトン沖縄北谷リゾート」（沖縄県）

●温泉旅館　「別府 杉乃井ホテ
ル」（大分県）・「御宿 東鳳」（福島
県）・「大月ホテル和風館」(静岡
県）・「ホテル ミクラス」（静岡県）・

「蓼科グランドホテル滝の湯」(長
野県）・「宇奈月 杉乃井ホテル」

（富山県）・「ホテル万惣」（北海道）

5 水族館
　オリックス不動産は、神奈川県とのPFI事業として「新
江ノ島水族館」を運営しています。
　そのノウハウを生かし、現在は東京スカイツリータウン®
内に「すみだ水族館」を、京都市の
梅小路公園内で「京都水族館」を運
営しています。幅広い層のお客さま
に楽しんでいただけるよう、展示は
もちろん、さまざまなワークショップ
などをご提供しています。

6 ゴルフ場
　オリックス・ゴルフ・マネジメント
は、全国にゴルフ場40カ所、練習
場2カ所を運営しています（2016
年6月1日現在）。｢先進｣｢安定｣
｢ 満 足 ｣という企 業 理 念のもと、

「1日を、大切にするゴルフ場へ。」
をサービスブランドに掲げ、さらな
るサービス向上に努め、ゴルファー
の皆さまから、より一層愛される
ゴルフ場を目指してまいります。
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　 リース＆レンタルサービス
　ONEエネルギーは、ご家庭の電気代を削減し、万一の
停電時にも電力が使える太陽光発電システムと小型蓄電
システムを組み合わせたリース＆レンタルサービスをご提
供しています。購入よりリーズナブルで初期費用も抑えら
れ、24時間365日見守るため安心で
す。ONEエネルギーウェブサイト内

（http://oneenergy.co.jp）の
「電気料金比較シミュレーション」で
蓄電池の導入効果をご確認いただ
けます。
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　オリックスは常に新しいビジネスを追求し、先進的な商品・サービスをお客さまに提供する金融サービス
グループです。
　1964年にリース事業からスタートして隣接分野に進出し、専門性を獲得することにより事業を進化させて
きました。現在は法人金融、メンテナンスリース、不動産、事業投資、リテール、海外事業の6つのセグメント
から構成されています。
　リース事業は「金融」と「モノ（物件）」の２つの専門性を必要とします。リースで培われた「金融」の専門性
は、現在では融資、投資、生命保険、銀行、資産運用事業へと広がりました。「モノ」の専門性は、自動車関連、
不動産、環境エネルギー関連事業へと広がっています。
　また、1971年の香港進出を皮切りに世界37カ国・地域に拠点を設け、グローバルに展開しています。
　オリックスは、事業ポートフォリオの分散による事業展開を軸としながら、中期的な経営目標として“非金融
事業の拡大”による利益成長を掲げています。
　「既存事業の成長」「重点分野への新規投資」という方針のもと、環境の変化に応じた新たな事業へ挑戦し、
2018年3月期の当期純利益3,000億円の実現を目指してまいります。

　オリックス銀行は、特定分野の商品・サービスに絞る
ことで実現した、高水準な金利の円定期預金をご提供して
います。
　個人のお客さまには、インターネット取引専用の「eダ
イレクト預金」や「eダイレクト2週間定期預金」、通販型
定期預金「ダイレクト預金」を、法人のお客さまには
「法人eダイレクト預金」などをご用意しています。

　オリックス銀行は、賃貸を目的とした投資用不動産の
ご購入、お借り換えなどにご利用いただける住宅ローンを
ご提供しています。マンション一室からアパート一棟、
新築から中古まで、さまざまな不動産投資ニーズにお応え
します。

きみさらずゴルフリンクス
（千葉県）

六甲カントリー倶楽部（兵庫県）
（第80回関西オープンゴルフ

選手権競技開催コース）

総戸数874戸
「大阪ひびきの街 

ザ・サンクタスタワー」 

京都水族館

NEC製蓄電池

　オリックス銀行は、厳選した企業への貸付金で運用する
「eダイレクト金銭信託」をご用意しています。
　個人のお客さまには、昨年11月より国内初、通販型の
遺言代用信託「かんたん相続信託」の発売を開始しました。

1 預金

2 金銭信託

3 住宅ローン

8 カーリース/レンタカー/カーシェアリング
　オリックス自動車は、お客さまのライフステージの変化
や、利用目的・利用時間に応じた最適なカーライフを実現
する各種サービスをご提供しています。
●カーリース　マイカー感覚で、購入時と同じように好きな

クルマを選べてオプション選択も自由、月々定額で新車に乗る
ことができます。「いまのりナイン」なら、月々のお支払額を
さらに抑えることができます。
●レンタカー　全国で約1,000拠点を展開しており、メーカー

を問わない多彩なラインアップから、目的に合わせて最適
な１台をお選びいただけます。
●カーシェアリング　首都圏・中部・近畿エリアを中心とし

た約1,400カ所、約2,300台
で展開しています。ICカード
1枚で全ての車両が利用可
能。最短30分から15分単位、
24時間いつでもご利用いた
だけます。 オリックスカーシェアのカーステーション
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その他、生活を豊かにするサービス2
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【オリックス銀行カードローン】
　オリックス銀行は、幅広い金利帯・限度枠を設定した

「オリックス銀行カードローン」
をご提供しています。お借り
入れやご返済は振込みに
加えて、全国各地の提携金融
機関ATMを無料でご利用
いただけます。
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に加えて、各金融機関（都
市銀行、地方銀行など）に
おける個人向けローンに対
する信用保証事業も積極
的に展開しています。

3 マンション・戸建
　オリックス不動産は、住まいづく
りの専門家として常に新しい居住
空間の提案・設計にチャレンジして
います。規格化されたコンセプトや
デザインではなく1件1件手作り感
覚で練り上げる商品企画を大切に、
地域や立地に応じたオンリーワンの
住まいをご提供します。

7 高齢者住宅
　オリックス･リビングは、生活･介護･
医療サービスを連携させた有料老
人ホーム｢グッドタイム リビング｣
と、アクティブシニアを対象とした
高齢者の住まい｢プラテシア｣を首
都圏と関西圏に28カ所運営してい
ます（2016年6月1日現在）。｢新
しい介護の常識｣を創造し、｢安心
と賑わいのある暮らし｣をご提供し
てまいります。

2 オリックス・バファローズ
　オリックス・バファローズは、プロ野球を「エンター
テイメント」として捉え、野球が持つ「感動」と「興奮」、
そして「夢」をお届けしてい
ます。社会貢献活動の一環
として、地元・地域の発展、ス
ポーツ文化の振興などにも
積極的に取り組んでいます。

4 カードローン

4 ホテル・旅館
　オリックス不動産は、多様なニーズに対応した施設運営
を行っています。
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「三田ホテル」（兵庫県）・「ホテル ユニバーサル ポート」
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県）・「大月ホテル和風館」(静岡
県）・「ホテル ミクラス」（静岡県）・
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野県）・「宇奈月 杉乃井ホテル」

（富山県）・「ホテル万惣」（北海道）

5 水族館
　オリックス不動産は、神奈川県とのPFI事業として「新
江ノ島水族館」を運営しています。
　そのノウハウを生かし、現在は東京スカイツリータウン®
内に「すみだ水族館」を、京都市の
梅小路公園内で「京都水族館」を運
営しています。幅広い層のお客さま
に楽しんでいただけるよう、展示は
もちろん、さまざまなワークショップ
などをご提供しています。

6 ゴルフ場
　オリックス・ゴルフ・マネジメント
は、全国にゴルフ場40カ所、練習
場2カ所を運営しています（2016
年6月1日現在）。｢先進｣｢安定｣
｢ 満 足 ｣という企 業 理 念のもと、

「1日を、大切にするゴルフ場へ。」
をサービスブランドに掲げ、さらな
るサービス向上に努め、ゴルファー
の皆さまから、より一層愛される
ゴルフ場を目指してまいります。
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供しています。購入よりリーズナブルで初期費用も抑えら
れ、24時間365日見守るため安心で
す。ONEエネルギーウェブサイト内

（http://oneenergy.co.jp）の
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ご購入、お借り換えなどにご利用いただける住宅ローンを
ご提供しています。マンション一室からアパート一棟、
新築から中古まで、さまざまな不動産投資ニーズにお応え
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ダイジェスト

医療保険［新キュア・サポート］
終身保険［新ライズ・サポート］を発売

　2015年10月2日より引受基準緩和型の医療保険［新キュア・サポート］、および終身保険［新ライズ・サポート］を発売
しました。いずれの商品も持病があってもご加入いただきやすい商品です。

　オリックス生命は、お客さまにご満足いただける保険会社を目指し、「シンプルで分かりやすい」商品の
ご提供と保険金・給付金等の迅速なお支払いを心掛けています。
　ダイジェストページでは、2015年度と2016年6月までの当社の主な取組みをご紹介します。

商品開発部長

越川 直毅
（こしかわ なおき）

　この新商品［ウィズ］は、当社のコンセプト“シンプル
で分かりやすい”商品であるということはもちろん、
“お客さまに寄り添う”という想いを込めて開発した
商品です。
　万一、がん・急性心筋梗塞・脳卒中によって約款所定
の事由に該当されたとき、治療費等の経済的な負担を

軽減することを目的とした保険は他にもあるのですが、
［ウィズ］は、罹患前の生活水準を維持することを目的
としています。病気が完治するまで、治療期間が長く
なってしまう場合もあると思います。ですから、その間
治療に専念できるよう経済的な不安を払拭し、永く
寄り添ってサポートしていきます。
　私たちの開発した商品が必要な方々のところに届き、
一人でも多くのお客さまの安心が得られるとうれしい
ですね。今後もお客さまのニーズにお応えしていき
たいと考えています。

［新キュア・サポート］の特長

［新ライズ・サポート］の特長

❶ １入院の支払限度日数が拡大
三大疾病（がん・心疾患・脳血管疾患）により入院された
場合には、支払日数を無制限で保障します。

❷ 保障の対象となる手術は公的医療保険制度に連動
約１,０００種類の手術を保障します。

❸ 引受基準緩和型重度三疾病一時金特約・　　　
　 引受基準緩和型がん一時金特約を新設
がんと診断・入院、急性心筋梗塞・脳卒中で入院された場合に
何度でも一時金をお支払いします（それぞれ1年に1回限度）。
※引受基準緩和型がん一時金特約は「がん」と診断・入院された場合
　のみの保障です。

❹ 特定疾病保険料払込免除特則を新設
がん・急性心筋梗塞・脳卒中により約款所定の状態に
なられた場合には、以後の保険料の払込みを免除します。

❶ 一生涯の死亡保障
死亡された場合、死亡保険金をお支払いします。保険料
はご加入時のまま変わりません。

❷ 特定疾病保険料払込免除特則を新設
がん・急性心筋梗塞・脳卒中により約款所定の状態に
なられた場合には、以後の保険料の払込みを免除します。

特定疾病保障保険With［ウィズ］を新発売
　2016年5月2日より特定疾病保障保険［ウィズ］を発売しました。がん・急性心筋梗塞・脳卒中による収入
減等の経済的な不安を払拭し、罹患前の生活水準を維持していただくことを目的とした商品です。

［ウィズ］の特長
❶ まとまった保険金で経済的な負担をカバー
がん・急性心筋梗塞・脳卒中により約款所定の事由に該
当されたとき特定疾病保険金をお支払いします。万一の
場合は死亡保険金をお支払いします（最高2,000万円）。

❷ 支払事由を分かりやすく
急性心筋梗塞・脳卒中の支払事由に「治療を目的とした
手術」を加えたことでより分かりやすくなりました。

❸ 選べる２つの保障タイプ
手頃な保険料で一定期間の保障を確保したい方には
業界で初めて解約払戻金をなくした定期保障をご用意
し、一生涯の保障や貯蓄性を求める方には低解約払戻
金型の終身保障をご用意しました。
※がん・急性心筋梗塞・脳卒中を保障し、死亡保障がある特定疾病
保障保険の定期・無解約払戻金型は業界初となります。

医療保険［新キュア］［新キュア・レディ］を
リニューアル

　2015年10月2日より医療保険［新キュア］［新キュア・レディ］の保障内容をリニューアルしました。

終身保険［ライズ］に「介護前払特約」を新設
　2015年5月2日より、終身保険［ライズ］に「介護前払特約」が付加できるようになりました。
　被保険者が約款所定の要介護状態になった場合に保険金を前払いします。これにより、介護状態になった時に
まとまったお金が必要というニーズに対応することが可能となりました。

［新キュア］［新キュア・レディ］の特長
❶ 重度三疾病一時金特約を新設
がんと診断・入院、急性心筋梗塞・脳卒中で入院された
場合に何度でも一時金をお支払いします（それぞれ1年
に1回限度）。

❷ がん一時金特約を新設
がんと診断・入院された場合に何度でも一時金をお支払
いします（1年に1回限度）。

❸ ［新キュア・レディ］に七大生活習慣病入院給付　
　 特則の適用が可能に
三大疾病（がん・心疾患・脳血管疾患）または七大生活習
慣病（がん・心疾患・脳血管疾患・糖尿病・高血圧性疾患・
肝硬変・慢性腎不全）により入院された場合には、支払限
度日数を拡大します。

3つの安心サービスを提供
　2015年10月、医療保険による経済的な安心をご提供することに加えて、「病気そのものに対する不安」、「治療に対する
不安」を取り除く精神的な安心もご提供したいと考え、当社保険商品にご加入いただいているお客さまを対象に、付帯
サービス「健康医療相談サービス」の提供を開始しました。サービス提供開始以後、多くのお客さまにご利用いただいて
おります。

24時間電話健康相談サービス
〈ご利用対象者〉 被保険者とその同居のご家族
ご自身やご家族の健康・医療・介護・
育児・メンタルヘルスに関するご相談
に、24時間、年中無休でお応えします。

セカンドオピニオンサービス
〈ご利用対象者〉 被保険者

各専門分野の医師と面談し、より良い
医療を選択するためのアドバイスを
受けることができます。

糖尿病専門サポートサービス
〈ご利用対象者〉 被保険者

糖尿病に関する電話でのご相談や、優
秀糖尿病臨床医等のご案内を行い、
糖尿病の予防・治療をサポートします。

※「健康医療相談サービス」はティーペック株式会社がご提供します。

【ご利用いただける対象商品】 新キュア、新キュア・レディ、新キュア・サポート、リリーフ・ダブル、ウィズ、ビリーブ、フォース

営業企画部長

川口 毅
（かわぐち たけし）

　2015年10月から「健康医療相談サー
ビス」のご提供を開始しました。開発当初
は、あまり利用されないのではないかと
不安だったのですが、お客さまからは
大変ご好評をいただいており、正直ホッと
しました。また、代理店の皆さまからもお客
さまが喜んでくださっていると伺いご活用

いただけていることを実感
しています。
　現時点で、このサービス
をご利用いただけるお客
さまは100万人以上いらっ

しゃいます。そのすべてのお客さまには、連絡先を記
載した携行カード付きのご案内ハガキをお送りしてい
ます。また、ご案内ハガキに掲載のＱＲコードを読み込ん
でいただければ、スマートフォンからウェブページにアク
セスでき、簡単に電話をかけることが可能です。
ぜひ活用していただき
たいですね。

BAKU BAKUの
アイコンが
表示される
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ダイジェスト

医療保険［新キュア・サポート］
終身保険［新ライズ・サポート］を発売

　2015年10月2日より引受基準緩和型の医療保険［新キュア・サポート］、および終身保険［新ライズ・サポート］を発売
しました。いずれの商品も持病があってもご加入いただきやすい商品です。

　オリックス生命は、お客さまにご満足いただける保険会社を目指し、「シンプルで分かりやすい」商品の
ご提供と保険金・給付金等の迅速なお支払いを心掛けています。
　ダイジェストページでは、2015年度と2016年6月までの当社の主な取組みをご紹介します。

商品開発部長

越川 直毅
（こしかわ なおき）

　この新商品［ウィズ］は、当社のコンセプト“シンプル
で分かりやすい”商品であるということはもちろん、
“お客さまに寄り添う”という想いを込めて開発した
商品です。
　万一、がん・急性心筋梗塞・脳卒中によって約款所定
の事由に該当されたとき、治療費等の経済的な負担を

軽減することを目的とした保険は他にもあるのですが、
［ウィズ］は、罹患前の生活水準を維持することを目的
としています。病気が完治するまで、治療期間が長く
なってしまう場合もあると思います。ですから、その間
治療に専念できるよう経済的な不安を払拭し、永く
寄り添ってサポートしていきます。
　私たちの開発した商品が必要な方々のところに届き、
一人でも多くのお客さまの安心が得られるとうれしい
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［新ライズ・サポート］の特長

❶ １入院の支払限度日数が拡大
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約１,０００種類の手術を保障します。

❸ 引受基準緩和型重度三疾病一時金特約・　　　
　 引受基準緩和型がん一時金特約を新設
がんと診断・入院、急性心筋梗塞・脳卒中で入院された場合に
何度でも一時金をお支払いします（それぞれ1年に1回限度）。
※引受基準緩和型がん一時金特約は「がん」と診断・入院された場合
　のみの保障です。

❹ 特定疾病保険料払込免除特則を新設
がん・急性心筋梗塞・脳卒中により約款所定の状態に
なられた場合には、以後の保険料の払込みを免除します。

❶ 一生涯の死亡保障
死亡された場合、死亡保険金をお支払いします。保険料
はご加入時のまま変わりません。

❷ 特定疾病保険料払込免除特則を新設
がん・急性心筋梗塞・脳卒中により約款所定の状態に
なられた場合には、以後の保険料の払込みを免除します。

特定疾病保障保険With［ウィズ］を新発売
　2016年5月2日より特定疾病保障保険［ウィズ］を発売しました。がん・急性心筋梗塞・脳卒中による収入
減等の経済的な不安を払拭し、罹患前の生活水準を維持していただくことを目的とした商品です。

［ウィズ］の特長
❶ まとまった保険金で経済的な負担をカバー
がん・急性心筋梗塞・脳卒中により約款所定の事由に該
当されたとき特定疾病保険金をお支払いします。万一の
場合は死亡保険金をお支払いします（最高2,000万円）。

❷ 支払事由を分かりやすく
急性心筋梗塞・脳卒中の支払事由に「治療を目的とした
手術」を加えたことでより分かりやすくなりました。

❸ 選べる２つの保障タイプ
手頃な保険料で一定期間の保障を確保したい方には
業界で初めて解約払戻金をなくした定期保障をご用意
し、一生涯の保障や貯蓄性を求める方には低解約払戻
金型の終身保障をご用意しました。
※がん・急性心筋梗塞・脳卒中を保障し、死亡保障がある特定疾病
保障保険の定期・無解約払戻金型は業界初となります。

医療保険［新キュア］［新キュア・レディ］を
リニューアル

　2015年10月2日より医療保険［新キュア］［新キュア・レディ］の保障内容をリニューアルしました。

終身保険［ライズ］に「介護前払特約」を新設
　2015年5月2日より、終身保険［ライズ］に「介護前払特約」が付加できるようになりました。
　被保険者が約款所定の要介護状態になった場合に保険金を前払いします。これにより、介護状態になった時に
まとまったお金が必要というニーズに対応することが可能となりました。

［新キュア］［新キュア・レディ］の特長
❶ 重度三疾病一時金特約を新設
がんと診断・入院、急性心筋梗塞・脳卒中で入院された
場合に何度でも一時金をお支払いします（それぞれ1年
に1回限度）。

❷ がん一時金特約を新設
がんと診断・入院された場合に何度でも一時金をお支払
いします（1年に1回限度）。

❸ ［新キュア・レディ］に七大生活習慣病入院給付　
　 特則の適用が可能に
三大疾病（がん・心疾患・脳血管疾患）または七大生活習
慣病（がん・心疾患・脳血管疾患・糖尿病・高血圧性疾患・
肝硬変・慢性腎不全）により入院された場合には、支払限
度日数を拡大します。

3つの安心サービスを提供
　2015年10月、医療保険による経済的な安心をご提供することに加えて、「病気そのものに対する不安」、「治療に対する
不安」を取り除く精神的な安心もご提供したいと考え、当社保険商品にご加入いただいているお客さまを対象に、付帯
サービス「健康医療相談サービス」の提供を開始しました。サービス提供開始以後、多くのお客さまにご利用いただいて
おります。

24時間電話健康相談サービス
〈ご利用対象者〉 被保険者とその同居のご家族
ご自身やご家族の健康・医療・介護・
育児・メンタルヘルスに関するご相談
に、24時間、年中無休でお応えします。

セカンドオピニオンサービス
〈ご利用対象者〉 被保険者

各専門分野の医師と面談し、より良い
医療を選択するためのアドバイスを
受けることができます。

糖尿病専門サポートサービス
〈ご利用対象者〉 被保険者

糖尿病に関する電話でのご相談や、優
秀糖尿病臨床医等のご案内を行い、
糖尿病の予防・治療をサポートします。

※「健康医療相談サービス」はティーペック株式会社がご提供します。

【ご利用いただける対象商品】 新キュア、新キュア・レディ、新キュア・サポート、リリーフ・ダブル、ウィズ、ビリーブ、フォース

営業企画部長

川口 毅
（かわぐち たけし）

　2015年10月から「健康医療相談サー
ビス」のご提供を開始しました。開発当初
は、あまり利用されないのではないかと
不安だったのですが、お客さまからは
大変ご好評をいただいており、正直ホッと
しました。また、代理店の皆さまからもお客
さまが喜んでくださっていると伺いご活用

いただけていることを実感
しています。
　現時点で、このサービス
をご利用いただけるお客
さまは100万人以上いらっ

しゃいます。そのすべてのお客さまには、連絡先を記
載した携行カード付きのご案内ハガキをお送りしてい
ます。また、ご案内ハガキに掲載のＱＲコードを読み込ん
でいただければ、スマートフォンからウェブページにアク
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直販チャネルの組織を新設
　2016年3月1日付で自社保険商品の対面による
直接販売を行う営業部門「コンサルティング営業統括
部」および同チャネル内の人材育成やその他運営に関
する企画業務を担う管理部門「コンサルティング業務企
画部」（以下、「直販チャネル」）を新設しました。
　2016年10月1日より、東京、大阪を拠点に募集活動
を開始する予定で準備をすすめています。
　直販チャネルは、主に電話やインターネットを通じた
資料郵送ならびにインターネットによる直接販売（以
下、「ダイレクトチャネル」）を経由してご契約いただいた
お客さまの保全や既加入保険内容の見直しのほか、

ダイレクトチャネルで新契約時に対面サービスを希望
される方へのフォロー、そして新規販売先の開拓など
を担う予定です。
　直販チャネルとダイレクトチャネルをシームレスにした
ビジネスモデルを構築していくと同時に、当社が有する
販売経路を相互に補完し合う“オムニチャネル”化を図り
ます。
　そして、商品検討の際や保険加入後などにご提供する
全ての品質を向上させて、総合的にお客さま満足度を
高めていく態勢を整備していきます。

ウェブサイトの改善
　2015年5月に当社ウェブサイトを全面リニューアル
しました。
　“見やすさ”と“使いやすさ”を追求し、お客さまに親し
まれるウェブサイトへと進化しました。スマートフォンや
タブレットなどからご覧いただいても、各種端末機器の
画面サイズにあわせ自動的に最適化表示される「レス
ポンシブウェブデザイン」を採用するなど、機能面にお
いても充実を図っています。
　2016年3月には、ご契約者さまがウェブサイトより

「お届け内容の変更」や「給付金請求手続き方法の確認」
が行いやすいようにリニューアルしました。
　「各種お手続きの一覧」ページではインターネットや
電話などどのような手段で行えるのかを分かりやすく
整理しました。保険料の支払方法の変更や給付金の請
求など各種手続きのページでは、ステップごとの説明を
詳細にして、また一部の手続きに関しては画面の遷移を
短縮するなど使っていただきやすいように工夫してい
ます。
　さらに、保険金・給付金の請求に関しては、どのような
場合にどのような書類が必要かをご案内する「保険金・
給付金必要書類ガイド機能」をリニューアルし、スマート
フォンでも見やすくなりました。

　当社キャラクターBAKU BAKU（バクバク）も随所
に登場しています。さまざまな表情を見せるBAKU 
BAKUや、ダンス初披露のBAKU BAKUもお楽しみ
いただけます。
　お客さまに便利にお使いいただけるウェブサイトを
目指して2016年度以降も随時見直しを行ってまいり
ます。

　おかげさまで当社は、順調な業績を重ねて成長して
きましたが、次のステージを目指すためには、お客さま
サービスのさらなる向上を追求する必要があるという
結論に至りました。
　そのためのチャレンジアクションの1つが直販チャネル
の立ち上げです。当社には既に3つの販売チャネルが
ありますが、今回の直販チャネルの立上げは、単なる
4つ目のチャネルを新設するという以上の意味を持って
います。
　私たちは、販売チャネルとしての基本的な役割を
担うことはもちろんですが、他のチャネルとの連携や

サポートによりお客さまサービスの最適化を模索し、
オムニチャネル化戦略の先陣を切るという重要な
役割を担っています。
　一人ひとり異なる価値観やライフスタイルをお持ち
のお客さまのニーズを一番近くで感じて、継続的なサ
ポートができる存在になりたいと思っています。我々
が得たお客さまの想いをどれだけ社内に持ち帰り、
アクションを起こせるかということも大事な役割である
と肝に銘じております。
　実現のためには、スタッフのクオリティが非常に重要
になってきます。資質を見極めて採用・配属を行うこと
はもちろんですが、知識、スキル、行動姿勢、そして
倫理観、これらを高めるために教育プログラムにも
こだわっています。生命保険の知識を付与するだけに
とどまらず、お客さまに最高のサービスをお届けできる
ビジネスマンとしてすばらしい人間を育てていきたい
と考えています。

■保有契約件数の推移（個人保険）
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　2015年度の個人保険新契約件数は50万件(＊1)を
超え、3期連続で50万件を突破しました。また、保有契
約件数は300万件を突破し(＊2)10期連続の2桁成長と
なりました。
　オリックス生命では、“シンプルで分かりやすいこと”

“合理的な保障をお手頃な価格でご提供すること”を
コンセプトに、常にお客さまのニーズを取り込んだ商品
開発に取り組み、商品ラインアップの充実と商品力の
向上を図っています。

(＊1) 個人保険新契約件数555,918件(2015年4月～2016年3月)
(＊2) 個人保険保有契約件数3,016,981件(2016年5月末時点)

新契約・保有契約が伸展

コンサルティング
業務企画部長

西林 肇
（にしばやし はじめ）

ダイジェスト

ハートフォード生命と合併
　2015年7月に、子会社であるハートフォード生命保険株式会社との合併手続きが完了しました。これまで両社が
培ってきたノウハウを結集することにより、サービス品質の向上、経営の効率化や保有契約の万全な管理、財務の
健全性の維持を図り、生命保険事業の継続的な成長を目指しています。

● パソコンで見たとき ●スマートフォンで
　見たとき

2015
年度末

294

300
万件突破！

「平成２８年熊本地震」に関する対応について
　このたびの熊本県熊本地方で発生した地震によりお亡くなりになられた方々に対しまして心よりお悔やみ
申し上げますとともに、被災された方々には謹んでお見舞い申し上げます。

（１）特別措置について
・ 保険料払込猶予期間の延長
・ 保険金・給付金、契約者貸付金の簡易迅速なお支払い
・ 契約者貸付に対する特別金利の適用（利息の減免）

　　　
（２）「平成28年熊本地震」により被災された皆さまへの支援を目的として、義援金500万円を寄贈いたしました。

　皆さまの安全と被災地の一日も早い復旧を心よりお祈り申し上げます。
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直販チャネルの組織を新設
　2016年3月1日付で自社保険商品の対面による
直接販売を行う営業部門「コンサルティング営業統括
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画面サイズにあわせ自動的に最適化表示される「レス
ポンシブウェブデザイン」を採用するなど、機能面にお
いても充実を図っています。
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のお客さまのニーズを一番近くで感じて、継続的なサ
ポートができる存在になりたいと思っています。我々
が得たお客さまの想いをどれだけ社内に持ち帰り、
アクションを起こせるかということも大事な役割である
と肝に銘じております。
　実現のためには、スタッフのクオリティが非常に重要
になってきます。資質を見極めて採用・配属を行うこと
はもちろんですが、知識、スキル、行動姿勢、そして
倫理観、これらを高めるために教育プログラムにも
こだわっています。生命保険の知識を付与するだけに
とどまらず、お客さまに最高のサービスをお届けできる
ビジネスマンとしてすばらしい人間を育てていきたい
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　2015年度の個人保険新契約件数は50万件(＊1)を
超え、3期連続で50万件を突破しました。また、保有契
約件数は300万件を突破し(＊2)10期連続の2桁成長と
なりました。
　オリックス生命では、“シンプルで分かりやすいこと”

“合理的な保障をお手頃な価格でご提供すること”を
コンセプトに、常にお客さまのニーズを取り込んだ商品
開発に取り組み、商品ラインアップの充実と商品力の
向上を図っています。

(＊1) 個人保険新契約件数555,918件(2015年4月～2016年3月)
(＊2) 個人保険保有契約件数3,016,981件(2016年5月末時点)

新契約・保有契約が伸展

コンサルティング
業務企画部長

西林 肇
（にしばやし はじめ）

ダイジェスト

ハートフォード生命と合併
　2015年7月に、子会社であるハートフォード生命保険株式会社との合併手続きが完了しました。これまで両社が
培ってきたノウハウを結集することにより、サービス品質の向上、経営の効率化や保有契約の万全な管理、財務の
健全性の維持を図り、生命保険事業の継続的な成長を目指しています。

● パソコンで見たとき ●スマートフォンで
　見たとき
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「平成２８年熊本地震」に関する対応について
　このたびの熊本県熊本地方で発生した地震によりお亡くなりになられた方々に対しまして心よりお悔やみ
申し上げますとともに、被災された方々には謹んでお見舞い申し上げます。

（１）特別措置について
・ 保険料払込猶予期間の延長
・ 保険金・給付金、契約者貸付金の簡易迅速なお支払い
・ 契約者貸付に対する特別金利の適用（利息の減免）

　　　
（２）「平成28年熊本地震」により被災された皆さまへの支援を目的として、義援金500万円を寄贈いたしました。

　皆さまの安全と被災地の一日も早い復旧を心よりお祈り申し上げます。
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社会貢献活動

BAKU BAKUレシピコンテスト
　2015年10月、「お客さまが将来に抱える不安
（フアン）を、生命保険を通じて安心（アンシン）に変え
る」をコンセプトに、当社の姿勢、ならびに企業理念
の浸透を図っていくことを目的として、レシピコンテスト
を初めて実施しました。
　当社公式キャラクターBAKU BAKU（バクバク）の
キャッチコピー「フアンをバクバク食べてアンシンにする」
に掛け、“ふ（お麩）・あん（餡・杏など）”を食材にした
レシピコンテストと、日常生活にある「ふ～」とする瞬間や

「あ～ん」といった表情を集めたフォトコンテストを同時
開催しました。2015年12月に、ご応募をいただいた
計251点の中から、レシピコンテスト作品9品、フォト
コンテスト作品8点の入賞作品を決定し、オリックス・
バファローズの駿太選手をお招きし入賞レシピ発表会
と試食会を行いました。

　当社は、一般社団法人生命保険協会および全国にある地方協会を通じて、要介護老人支援策、募金・献血
運動などさまざまな社会貢献活動に取り組んでいます。
　また、オリックスグループは、2006年4月に「オリックス社会貢献基金」を設立し、今後さらに持続的に活動
していくため、2010年4月に「一般財団法人オリックス財団」を設立しました。2010年12月1日に公益認定を
受け、2014年6月に「公益財団法人オリックス宮内財団」へ名称変更し、活動しています。当社もオリックス
グループの一員として社会貢献活動や社員ボランティア活動を支援しています。
　2015年度のオリックス財団での主な活動は以下のとおりです。

2015年度のオリックス宮内財団における主な活動

　南関東1都3県の特別支援学校の学級在校生、ご家族
の合計4,730名を、すみだ水族館、すみだトリフォニー
ホールにご招待しました。2015年10月1日に、すみだ
水族館の観覧と魚とのふれあいを楽しんでいただきま
した。また、2016年3月29日には、すみだトリフォニー
ホールでの新日本フィルハーモニ－交響楽団の演奏と
宮川彬良氏の指揮・ピアノによるコンサートにて、音楽の
楽しさを味わっていただきました。今後も、招待者の心に
残る素敵な思い出になるように、オリックス劇場（大阪府）
での夏休みコンサートや、大宮ソニックシティでの春休み
コンサートの開催を継続する予定です。

　社会的ハンディキャップのあるお子さまをご招待して、
北海道、神奈川県、兵庫県、高知県、沖縄県の5カ所で、
環境保全や青少年育成支援を開催しました。初開催と
なる農業体験では、オリックスグループの農業施設
「オリックス農業養父レタス工場」でのレタス栽培行程の
見学や、実際に採れたてレタスを昼食で食べたりと、レタ
ス栽培を通じて豊かな自然の魅力を体感いただきま
した。今後も長野県や和歌山県にある施設をはじめ、
大都市近郊でも開催することで環境保全の大切さを
伝えていく予定です。

　福祉車両の寄贈は2006年度より始め、10年連続
10回目の実施となりました。2015年度は、茨城県、栃木
県、新潟県、富山県、滋賀県にある福祉施設に計5台を
寄贈しました。これまでに寄贈した福祉車両は累計78台
となり、利用者の方たちの移動手段の一つとして、通院
や買い物などに役立てていただいています。全国の各
都道府県に福祉車両累計100台をお届けできるよう、
活動を続けてまいります。

代理店認証基盤の導入
　お客さまにより安心してご契約いただく環境作りの
一環として、2016年6月より、代理店が使用する当社
システムの情報セキュリティレベルを大幅に強化した認
証システムの運用を開始しました。
❶「利用者(代理店およびその募集人)」に加え「使用
している端末(パソコン)」を検証することで『なりす
ましのアクセス』を防止します。

❷情報漏えいに繋がる危険なソフトが導入されてい
ない、かつ、ウィルス対策ソフトが最新化された「端末

(パソコン)」のみ、システムの利用を許可することに
よる『ウィルス感染、拡大の防止』を実現します。

　これにより、当社のみならず代理店および募集人の
範囲まで、高水準のセキュリティレベルで安全性を
チェックする態勢が整いました。
　大切なお客さま情報を扱うシステムの情報セキュリ
ティ対策は、今後も代理店と一体となって推進し、徹底
した情報漏えいの防止に努めてまいります。

障害児者をすみだ水族館・春休みコンサートへご招待

北海道から沖縄まで、全国５カ所で環境保全活動等を開催

肢体不自由児施設、重度心身障害施設に福祉車両を寄贈

肉巻き麩の角煮風 麩とあんこのカップケーキ

ダイジェスト

オリックス生命の現状2016 オリックス生命の現状2016
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社会貢献活動

BAKU BAKUレシピコンテスト
　2015年10月、「お客さまが将来に抱える不安
（フアン）を、生命保険を通じて安心（アンシン）に変え
る」をコンセプトに、当社の姿勢、ならびに企業理念
の浸透を図っていくことを目的として、レシピコンテスト
を初めて実施しました。
　当社公式キャラクターBAKU BAKU（バクバク）の
キャッチコピー「フアンをバクバク食べてアンシンにする」
に掛け、“ふ（お麩）・あん（餡・杏など）”を食材にした
レシピコンテストと、日常生活にある「ふ～」とする瞬間や

「あ～ん」といった表情を集めたフォトコンテストを同時
開催しました。2015年12月に、ご応募をいただいた
計251点の中から、レシピコンテスト作品9品、フォト
コンテスト作品8点の入賞作品を決定し、オリックス・
バファローズの駿太選手をお招きし入賞レシピ発表会
と試食会を行いました。

　当社は、一般社団法人生命保険協会および全国にある地方協会を通じて、要介護老人支援策、募金・献血
運動などさまざまな社会貢献活動に取り組んでいます。
　また、オリックスグループは、2006年4月に「オリックス社会貢献基金」を設立し、今後さらに持続的に活動
していくため、2010年4月に「一般財団法人オリックス財団」を設立しました。2010年12月1日に公益認定を
受け、2014年6月に「公益財団法人オリックス宮内財団」へ名称変更し、活動しています。当社もオリックス
グループの一員として社会貢献活動や社員ボランティア活動を支援しています。
　2015年度のオリックス財団での主な活動は以下のとおりです。

2015年度のオリックス宮内財団における主な活動

　南関東1都3県の特別支援学校の学級在校生、ご家族
の合計4,730名を、すみだ水族館、すみだトリフォニー
ホールにご招待しました。2015年10月1日に、すみだ
水族館の観覧と魚とのふれあいを楽しんでいただきま
した。また、2016年3月29日には、すみだトリフォニー
ホールでの新日本フィルハーモニ－交響楽団の演奏と
宮川彬良氏の指揮・ピアノによるコンサートにて、音楽の
楽しさを味わっていただきました。今後も、招待者の心に
残る素敵な思い出になるように、オリックス劇場（大阪府）
での夏休みコンサートや、大宮ソニックシティでの春休み
コンサートの開催を継続する予定です。

　社会的ハンディキャップのあるお子さまをご招待して、
北海道、神奈川県、兵庫県、高知県、沖縄県の5カ所で、
環境保全や青少年育成支援を開催しました。初開催と
なる農業体験では、オリックスグループの農業施設
「オリックス農業養父レタス工場」でのレタス栽培行程の
見学や、実際に採れたてレタスを昼食で食べたりと、レタ
ス栽培を通じて豊かな自然の魅力を体感いただきま
した。今後も長野県や和歌山県にある施設をはじめ、
大都市近郊でも開催することで環境保全の大切さを
伝えていく予定です。

　福祉車両の寄贈は2006年度より始め、10年連続
10回目の実施となりました。2015年度は、茨城県、栃木
県、新潟県、富山県、滋賀県にある福祉施設に計5台を
寄贈しました。これまでに寄贈した福祉車両は累計78台
となり、利用者の方たちの移動手段の一つとして、通院
や買い物などに役立てていただいています。全国の各
都道府県に福祉車両累計100台をお届けできるよう、
活動を続けてまいります。

代理店認証基盤の導入
　お客さまにより安心してご契約いただく環境作りの
一環として、2016年6月より、代理店が使用する当社
システムの情報セキュリティレベルを大幅に強化した認
証システムの運用を開始しました。
❶「利用者(代理店およびその募集人)」に加え「使用
している端末(パソコン)」を検証することで『なりす
ましのアクセス』を防止します。

❷情報漏えいに繋がる危険なソフトが導入されてい
ない、かつ、ウィルス対策ソフトが最新化された「端末

(パソコン)」のみ、システムの利用を許可することに
よる『ウィルス感染、拡大の防止』を実現します。

　これにより、当社のみならず代理店および募集人の
範囲まで、高水準のセキュリティレベルで安全性を
チェックする態勢が整いました。
　大切なお客さま情報を扱うシステムの情報セキュリ
ティ対策は、今後も代理店と一体となって推進し、徹底
した情報漏えいの防止に努めてまいります。

障害児者をすみだ水族館・春休みコンサートへご招待

北海道から沖縄まで、全国５カ所で環境保全活動等を開催

肢体不自由児施設、重度心身障害施設に福祉車両を寄贈

肉巻き麩の角煮風 麩とあんこのカップケーキ
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